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解
説　
「
ア
リ
の
新
た
な
挑
戦
」

対
外
経
済
貿
易
大
学
国
際
経
済
研
究
院
教
授　

西
村　
友
作　

　

外
部
企
業
に
ビ
ジ
ネ
ス
基
盤
と
な
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
提
供
し
て
高
い
収
益
を
上
げ
る
事
業
者
は
「
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
世
界
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
（G

o
o
gle, A

p
p

le, F
aceb

o
o
k
, A

m
azo

n

）
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
形
態
で
ユ
ー
ザ
ー
の
囲
い
込
み
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
収
益
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

中
国
の
場
合
、
そ
の
大
き
な
特
徴
は
、
経
済
活
動
に
お
い
て
最
も
信
用
が
必
要
と
さ
れ
る
「
決
済
」
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ

て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
そ
の
起
点
と
な
っ
た
の
が
、
人
と
人
の
信
用
関
係
が
希
薄
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
普
及
し
て
い
な
い
社
会

に
お
い
て
、「
中
国
の
人
々
の
信
用
問
題
に
真
の
解
決
を
も
た
ら
し
た
〔
…
…
〕「
保
証
取
引
」
に
源
を
発
す
る
ア
リ
ペ
イ
」（
14
頁
）
で

あ
る
。

　

モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
に
突
入
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
が
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
た
中
国
で
は
、
ス
マ
ホ

に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た
決
済
ア
プ
リ
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
次
々
に

生
ま
れ
、
巨
大
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
（
生
態
系
）
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ス
マ
ホ
の
爆
発
的
な
普
及
の
流
れ
に
乗
り
、
ア
リ
ペ
イ
に
続
い
て
急
成
長
を
遂
げ
た
の
が
テ
ン
セ
ン
ト
の
「
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ

イ
」
で
あ
り
、
こ
の
二
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
囲
い
込
み
に
よ
る
熾
烈
な
シ
ェ
ア
獲
得
競
争
を
繰
り
広
げ

て
い
る
（
第
２
章
参
照
）。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
ユ
ー
ザ
ー
に
自
社
の
決
済
ア
プ
リ
で
支
払
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
大
量
の
取
引
デ
ー

タ
を
収
集
し
、
そ
れ
を
個
々
の
消
費
動
向
に
合
わ
せ
た
販
売
促
進
、
広
告
事
業
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
続
々
と
出
て
く
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る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
は
全
て
こ
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
「
決
済
を
制
す
る
者
が
、
市
場
を
制
す
」
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
競
争
で
高
ま
る
利
便
性

　

ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
と
い
う
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
の
出
現
に
よ
り
、「
ア
リ
ペ
イ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
決
済
分
野
で
の
独
占
状
態
は

打
破
さ
れ
た
」（
92
頁
）。
追
わ
れ
る
立
場
に
あ
る
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
は
、「
余
額
宝
」、「
花
唄
」、「
芝
麻
信
用
」
と
い
っ
た
新

し
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
矢
継
ぎ
早
に
開
発
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
囲
い
込
み
を
行
っ
て
い
る
（
第
Ⅱ
部
参
照
）。

　

こ
れ
に
よ
り
恩
恵
を
受
け
た
の
が
国
内
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
。
例
え
ば
、
余
額
宝
と
花
唄
を
同
時
に
使
い
こ
な
す
こ
と
で
金
利
収
入
を

得
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
花
唄
は
実
際
に
消
費
し
た
月
の
翌
月
10
日
ま
で
に
返
済
す
れ
ば
無
利
子
で
利
用
で
き
る
た
め
、
現
金
で

購
入
せ
ず
、
同
額
を
そ
の
期
間
余
額
宝
で
運
用
す
れ
ば
金
利
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
余
額
宝
の
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
直
接
返
済
す
る
こ

と
も
可
能
で
、
花
唄
も
「
余
額
宝
を
使
え
ば
一
定
の
収
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
謳
い
、
こ
の
２
サ
ー
ビ
ス
の
並
行
利
用
を
奨
励

し
て
い
る
。

　

芝
麻
信
用
の
ス
コ
ア
は
、
ア
リ
ペ
イ
や
余
額
宝
、
花
唄
と
い
っ
た
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
が
提
供
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
す
る

こ
と
で
点
数
が
高
く
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
信
用
ス
コ
ア
が
一
定
基
準
を
超
え
る
と
、
様
々
な
信
用
サ
ー
ビ
ス
（
特
典
）
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
借
家
や
ホ
テ
ル
、
レ
ン
タ
カ
ー
、
シ
ェ
ア
自
転
車
な
ど
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
が
不
要
に
な
っ
た
り
、
消
費

者
金
融
で
お
金
が
借
り
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
。
花
唄
の
利
用
の
可
否
や
利
用
限
度
額
も
こ
の
ス
コ
ア
に
よ
っ
て
評
価
、
判
断
さ
れ
る
。

ま
た
、
海
外
旅
行
の
際
の
ビ
ザ
の
申
請
手
続
き
が
、
一
部
の
国
に
つ
い
て
は
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

個
人
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
余
額
宝
と
花
唄
を
使
う
こ
と
で
金
利
収
入
を
得
る
と
同
時
に
、
芝
麻
信
用
の
ス
コ
ア
の
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
が
り
、
よ
り
よ
い
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
企
業
に
と
っ
て
は
、
芝
麻
信
用
を
利
用
す
る
こ
と
は
信
用
リ
ス
ク
の
抑

制
に
も
資
す
る
た
め
、
ア
リ
バ
バ
・
グ
ル
ー
プ
以
外
の
外
部
企
業
で
も
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
芝
麻
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信
用
が
収
集
す
る
「
デ
ー
タ
の
90
％
以
上
が
ア
ン
ト
や
ア
リ
バ
バ
の
系
列
外
か
ら
得
た
情
報
と
な
っ
て
い
る
」（
２
０
７
頁
）。
一
方
、

ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
に
と
っ
て
も
、
多
く
の
デ
ー
タ
が
集
ま
る
こ
と
で
信
用
評
価
に
関
す
る
分
析
精
度
も
高
ま
る
上
、
自
社
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
。
ま
さ
に
「
三
方
よ
し
」
の
モ
デ
ル
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
恩
恵
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
一
貫
し
て
小
さ
な
世
界
に
専
念
し
て
き
た
こ

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
が
生
み
出
す
金
融
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、「「
高
」（
ハ
イ
エ
ン
ド
）、「
大
」（
品
格
の
高
い
こ
と
）、「
上
」（
上

等
で
あ
る
こ
と
）」（
３
２
７
頁
）
に
価
値
を
置
く
既
存
金
融
機
関
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
中
小
・
零
細
企
業
融
資
（
第
４

章
参
照
）
や
、「
既
存
金
融
機
関
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
、
社
会
の
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
広
大
な
農
村
金
融
市
場
」（
３
１
３
頁
）
に
存
在

し
た
多
く
の
課
題
も
解
決
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
は
、
中
国
経
済
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
に
ま
で
成
長
し

た
と
い
え
よ
う
。

　
困
難
と
な
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
「
夢
」

　

中
国
国
内
で
圧
倒
的
な
地
位
を
築
い
て
き
た
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
は
、「
技
術
に
よ
っ
て
世
界
全
体
の
金
融
の
進
化
を
促
す
」

と
い
う
「
夢
」
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
て
い
る
（
第
７
章
参
照
）。

　

ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
戦
略
は
、
金
融
の
発
展
が
遅
れ
て
お
り
、
比
較
的
規
制
が
少
な
い
新
興
市
場
を
対
象
に

し
た
、〈
戦
略
投
資
＋
ノ
ウ
ハ
ウ
の
輸
出
〉
と
い
う
提
携
モ
デ
ル
を
採
用
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
の
「
ペ
イ
テ
ィ
ー
エ
ム
・
モ
デ
ル
」

の
成
功
を
皮
切
り
に
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
業
務
を
拡
大
し
て
い
る
。

　

新
興
市
場
へ
の
進
出
を
第
一
歩
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
展
へ
と
踏
み
出
し
た
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
は
、
世
界
的
な
エ
コ
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
べ
く
米
国
な
ど
先
進
国
へ
の
進
出
も
試
み
て
い
る
が
、
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

「
国
際
的
な
デ
ー
タ
の
流
通
と
デ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
」（
３
１
１
頁
）
は
か
ね
て
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
８
年

に
入
る
と
さ
ら
な
る
不
確
定
要
素
が
現
れ
た
。
貿
易
摩
擦
に
代
表
さ
れ
る
米
中
二
大
大
国
の
衝
突
で
あ
る
。
国
家
の
安
全
保
障
に
関
わ
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り
か
ね
な
い
大
量
の
デ
ー
タ
が
中
国
企
業
に
集
中
す
る
こ
と
は
、
米
国
に
と
っ
て
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
。
実
際
に
、
ア

ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
は
米
国
の
国
際
送
金
大
手
マ
ネ
ー
グ
ラ
ム
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
買
収
協
議
を
進
め
て
き
た
が
、
安
全
保

障
上
の
問
題
を
理
由
に
対
米
外
国
投
資
委
員
会
（C

o
m

m
ittee o

n
 F

o
reign

 In
vestm

en
t in

 th
e U

n
ited

 S
tates, 

Ｃ
Ｆ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
）
か
ら
の
承
認
が

得
ら
れ
ず
、
２
０
１
８
年
に
計
画
の
断
念
を
表
明
し
て
い
る
。

　
ア
リ
を
取
り
巻
く
規
制
の
強
化

　

急
速
に
変
化
し
て
い
る
の
は
国
際
情
勢
だ
け
で
は
な
い
。
２
０
１
７
年
後
半
以
降
、
ア
リ
バ
バ
や
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
を
取
り

巻
く
中
国
国
内
の
規
制
環
境
も
激
変
し
て
い
る
。

　

企
業
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
開
放
的
な
政
策
を
と
っ
て
き
た
中
国
政
府
は
、
基
本
的
に
は
新
し
い
試
み
に
対
し
過
度
な
規

制
を
か
け
ず
、
問
題
が
表
面
化
し
た
時
点
で
対
処
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
最
近
で
は
、
成
長
ス
ピ
ー
ド
が
速

す
ぎ
て
事
後
対
応
で
は
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
事
前
に
規
制
を
強
化
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
８
年
８
月
、
電
子
商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
に
特
化
し
た
法
律
「
中
華
人
民
共
和
国
電
子
商
務
法
」
が
成
立
し
、
ア
リ
バ
バ
の
中
核

事
業
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
に
対
す
る
規
制
強
化
が
始
ま
っ
た
。
同
法
は
知
的
財
産
権
や
情
報
開
示
、
納
税
、
広
告
な
ど
幅
広
い
内
容
を
網
羅
し

て
お
り
、
出
店
者
の
違
法
行
為
を
放
置
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
も
連
帯
責
任
を
負
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
リ

バ
バ
が
運
営
す
る
「
淘タ

オ

宝バ
オ

」
や
「
天テ
ィ
エ
ン
マ
オ
猫
」
な
ど
の
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
と
っ
て
は
、
出
店
者
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
強

化
す
る
必
要
が
生
じ
、
運
営
コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
の
増
大
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
の
本
業
で
あ
る
金
融
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
厳
し
く
制
限
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
２
０
１
７
年

12
月
に
開
か
れ
た
、
中
国
共
産
党
と
国
務
院
が
年
に
一
度
開
催
す
る
最
高
レ
ベ
ル
の
経
済
会
議
で
あ
る
「
中
央
経
済
工
作
会
議
」
に
お

い
て
、
今
後
３
年
は
金
融
リ
ス
ク
抑
制
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
中
国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
か

ね
な
い
ほ
ど
の
規
模
に
ま
で
拡
大
し
た
ア
リ
ペ
イ
や
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
な
ど
の
第
三
者
決
済
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
も
、
中
央
銀
行
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で
あ
る
中
国
人
民
銀
行
が
規
制
を
強
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
第
三
者
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
口
座
は
直
接
銀
行
口
座
と
つ
な
が
っ
て
お
り
（
直
連
モ
デ
ル
）、
中
国
銀
聯
が
運
営
す
る
「
銀イ
ン

聯リ
ェ
ンネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
日
本
の
全
銀
ネ
ッ
ト
に
相
当
）
を
経
由
し
な
い
た
め
、
中
国
人
民
銀
行
は
そ
の
実
態
を
把
握
で
き
ず
、
マ
ネ
ー
ロ

ン
ダ
リ
ン
グ
や
違
法
な
海
外
送
金
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
誕
生
し
た
の
が
、
第
三
者
決
済
事
業
者
と
銀
行
を
つ

な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
網ワ

ン

聯リ
ェ
ン」
を
運
営
す
る
網
聯
清
算
有
限
公
司
（N

etsU
n

io
n

 C
learin

g C
o
rp

o
ratio

n
, 

Ｎ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
）
で
あ
る
。
Ｎ
Ｕ
Ｃ
Ｃ

の
筆
頭
株
主
は
12
％
の
株
式
を
保
有
す
る
中
国
人
民
銀
行
清
算
総
中
心
（
中
国
人
民
銀
行
清
算
総
セ
ン
タ
ー
）
で
、
政
府
系
機
関
が
37
％
を
、

残
り
の
63
％
を
ア
リ
ペ
イ
や
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
な
ど
の
第
三
者
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
す
る
第
三
者
決
済
機
関
が
保
有
す
る
形
と

な
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
２
０
１
７
年
８
月
に
「
非
銀
行
決
済
機
関
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
決
済
業
務
の
直
連
モ
デ
ル
か
ら
網ワ
ン

聯リ
ェ
ンプ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
処
理
方
式
へ
の
移
行
に
関
す
る
通
知
」（
関
於
将
非
銀
行
支
付
機
構
網
絡
支
付
業
務
由
直
連
模
式
遷
移
至
網
聯
平
台
処
理
的
通
知
）
が
中

国
人
民
銀
行
支
付
結
算
司
よ
り
公
布
さ
れ
、
第
三
者
決
済
サ
ー
ビ
ス
が
銀
行
口
座
と
直
接
連
結
す
る
こ
れ
ま
で
の
モ
デ
ル
は
禁
止
と
な

り
、
２
０
１
８
年
６
月
30
日
以
降
は
網
聯
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
清
算
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
第
三
者
決
済

サ
ー
ビ
ス
の
す
べ
て
の
決
済
情
報
を
当
局
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
６
月
に
発
表
さ
れ
た
「
決
済
機
関
に
お
け
る
顧
客
準
備
金
の
集
中
預
入
管
理
関
連
事
項
の
実
施
に
関
す
る
通
知
」

（
関
於
実
施
支
付
機
構
客
戸
備
付
金
集
中
存
管
有
関
事
項
的
通
知
）
で
は
、
利
用
者
が
前
払
い
し
た
金
額
（
ア
リ
ペ
イ
や
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
の

ウ
ォ
レ
ッ
ト
内
に
預
け
て
い
る
お
金
）
の
１
０
０
％
を
指
定
口
座
で
保
全
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
保
全
比
率
は
約
50
％

で
、
第
三
者
決
済
業
者
は
そ
の
残
り
を
銀
行
に
預
け
る
な
ど
し
て
金
利
収
入
を
得
て
い
た
が
、
こ
の
利
子
収
入
は
ゼ
ロ
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
こ
の
利
子
収
入
を
原
資
と
し
て
安
価
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
が
、
今
後
コ
ス
ト
が

か
さ
ん
だ
場
合
に
は
、
手
数
料
の
引
き
上
げ
な
ど
が
起
こ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
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監
督
当
局
が
主
導
す
る
個
人
信
用
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
誕
生

　

ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
傘
下
の
芝
麻
信
用
を
取
り
巻
く
環
境
も
激
変
し
て
い
る
。
中
国
人
民
銀
行
に
指
定
さ
れ
た
芝
麻
信
用
を
含

む
８
社
の
テ
ス
ト
運
営
企
業
は
、
２
０
１
５
年
以
降
、
個
人
信
用
調
査
業
務
を
試
験
的
に
行
っ
て
き
た
が
、
な
か
な
か
正
式
な
ラ
イ
セ

ン
ス
は
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
（
第
５
章
参
照
）。
テ
ス
ト
運
営
開
始
か
ら
３
年
を
経
た
２
０
１
８
年
２
月
、
つ
い
に
ラ
イ
セ
ン
ス
第
一
号

が
公
布
さ
れ
た
が
、
正
式
に
営
業
許
可
を
得
た
の
は
テ
ス
ト
運
営
企
業
の
８
社
で
は
な
く
、
百
行
徴
信
有
限
公
司
と
い
う
新
し
い
会
社

だ
っ
た
。

　

こ
の
百
行
徴
信
の
36
％
の
株
式
を
保
有
し
筆
頭
株
主
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
中
国
政
府
系
の
業
界
団
体
で
あ
る
中
国
互
聯
網
金
融
協

会
（
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
金
融
協
会
）
で
あ
る
。
一
方
、
残
り
の
64
％
の
株
式
は
テ
ス
ト
運
営
企
業
８
社
が
そ
れ
ぞ
れ
８
％
ず
つ
保
有

し
て
お
り
、
中
国
政
府
系
の
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
金
融
協
会
を
中
心
に
、
３
年
間
テ
ス
ト
を
行
っ
て
き
た
８
社
が
集
結
し
た
構
図
と

な
っ
て
い
る
。

　

百
行
徴
信
は
通
称
「
信シ

ン
リ
ェ
ン聯
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
前
述
の
「
銀イ
ン
リ
ェ
ン聯
」、「
網ワ
ン
リ
ェ
ン聯
」
と
共
に
、
中
国
人
民
銀
行
が
主
導
す
る
金
融
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
を
担
う
こ
と
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
芝
麻
信
用
の
メ
イ
ン
ユ
ー
ザ
ー
の
よ
う
な
「
こ
れ
ま
で
融
資
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
層
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
申
請
を
し
た
こ
と
が
な
い
層
、
学
生
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
、
個
人
事
業
主
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
い
っ

た
従
来
の
信
用
調
査
機
関
が
カ
バ
ー
し
き
れ
な
か
っ
た
一
般
庶
民
た
ち
」（
２
０
３
頁
）
に
関
す
る
信
用
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
る
。

　

百
行
徴
信
は
２
０
１
８
年
３
月
に
深
セ
ン
で
法
人
登
記
を
済
ま
せ
、
10
月
に
シ
ス
テ
ム
の
雛
形
が
完
成
し
、
試
運
転
を
開
始
し
た
ば

か
り
で
、
具
体
的
な
業
務
な
ど
の
全
容
は
依
然
と
し
て
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
方
向
性
は
監
督
を
担
う
中
国
人
民
銀
行

の
高
官
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
5
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
14
回
中
国
信
用
４
・
16
ハ
イ
レ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い

て
万
存
知
・
中
国
人
民
銀
行
徴
信
管
理
局
長
は
、「
事
前
に
個
人
調
査
業
務
を
準
備
し
て
き
た
８
社
は
、
今
後
単
独
で
信
用
調
査
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
信
用
調
査
機
能
の
一
部
は
切
り
離
さ
れ
、
百
行
徴
信
に
整
理
統
合
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
業
務
は

デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
存
続
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。



375　 解説
　

つ
ま
り
、
芝
麻
信
用
が
こ
れ
ま
で
３
年
か
け
て
積
み
上
げ
て
き
た
信
用
調
査
業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
個
人
情
報
、
今
後
ア
リ
バ
バ
や
ア

ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
に
残
る
個
人
情
報
な
ど
も
全
て
こ
の
百
行
徴
信
に
集
約
さ
れ
る
可
能
性
が
で
き
て

き
た
の
で
あ
る
。

　
テ
ッ
ク
フ
ィ
ン
企
業
の
新
た
な
挑
戦

　

ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
が
直
面
し
て
い
る
の
は
決
し
て
逆
風
ば
か
り
で
は
な
く
、
追
い
風
と
な
り
得
る
変
化
も
近
づ
い
て
き
て
い

る
。
そ
れ
は
、
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
が
手
掛
け
る
す
べ
て
の
業
務
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
変
化
で
あ

る
。
通
信
速
度
が
現
行
規
格
の
約
１
０
０
倍
と
い
わ
れ
て
い
る
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
（
５
Ｇ
）
の
導
入
が
近
づ
い
て
お
り
、

２
０
１
９
年
に
は
５
Ｇ
対
応
の
ス
マ
ホ
が
中
国
メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら
発
売
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
は
「「
テ
ッ
ク
」（
技
術
）
の
み
を
扱
い
、
金
融
機
関
が
う
ま
く
「
フ
ィ
ン
」（
金
融
）
を
行
え
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
」
す
る
「
テ
ッ
ク
フ
ィ
ン
（T
ech

F
in

）
企
業
」
を
標
榜
し
て
い
る
（
第
９
章
参
照
）。
通
信
環
境
の
変
化
は
生
態
系
基
盤
の
変
化
で

あ
り
、
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
の
よ
う
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
に
と
っ
て
は
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、

４
Ｇ
の
導
入
に
よ
る
モ
バ
イ
ル
通
信
回
線
の
高
速
化
に
よ
り
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
核
と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
や
わ
れ
わ
れ
が
想
像
も

し
な
か
っ
た
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
相
次
い
で
開
発
さ
れ
、
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き
く
発
展
し
た
。

　

本
書
で
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
は
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
は
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
飛
躍
的

な
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。「
ア
リ
の
よ
う
に
ち
っ
ぽ
け
で
も
、
心
を
一
つ
に
し
て
協
力
す
れ
ば
驚
く
べ
き
力
を
発
揮
で
き
ま
す
。
ゴ
ー

ル
へ
の
道
の
途
中
で
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
」（
２
４
１
頁
）
と
彭
蕾
元
董
事
長
が
説
明
す
る
社
名
の
由
来
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ア
ン
ト
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
は
「
不
屈
の
精
神
」
が
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。

「
夢
」
の
実
現
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
つ
づ
け
る
ア
リ
の
さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し
た
い
。


